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k を実数とする．直線 y = −2x+ k と放物線 y = −x2 が異なる 2点 P，Q で交わ
るように k が動くとき，線分 PQ の中点 M の軌跡を求めなさい．
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【答】 x = 1 (y < −1)

【解答】
y = −2x+ k …… 1⃝

y = −x2

y = −2x+ k
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y = −x2 …… 2⃝

1⃝， 2⃝が異なる 2点で交わる条件は

− 2x+ k = −x2

∴ x2 − 2x+ k = 0 …… 3⃝

が異なる 2つの実数解をもつことである．すなわち
(判別式) > 0である．

(−1)2 − k > 0

∴ k < 1 …… 4⃝

2 交点 P，Q の x 座標は 3⃝の実数解 α, β である．線分
PQの中点Mの座標を (X, Y )とするとX =

α+ β
2

= 2
2

= 1 …… 5⃝

Y = −2X + k …… 6⃝

であり，Mの軌跡は「 4⃝かつ 5⃝かつ 6⃝」を満たす kが存在するような点 (X, Y )の集合である．

「 4⃝かつ 5⃝かつ 6⃝」⇐⇒


k < 1

X = 1

Y = −2 · 1 + k

⇐⇒


k = Y + 2

X = 1

Y + 2 < 1

よって，Mの軌跡は

半直線 x = 1 (y < −1) ……（答）


